
　桜まつりの期間中、彦根城内堀沿いでは、夜桜見物をお楽しみいただくためのライトアップを日没
から21：00まで実施します。（期間は、開花状況に応じて変更することがあります）

問い合わせ先
　　 観光振興課☎ 30-6120、FAX22-1398

（公社）彦根観光協会☎ 23-0001、FAX26-1919

4月1日㈪〜
同20日㈯（予定）

　開花状況によっては彦根警察署の指導により、期間
前の３月下旬から交通規制を実施することがあります。
　桜の開花状況や、交通規制（車両通行止め）の情報は、
（公社）彦根観光協会　http://www.hikoneshi.com

交通規制（車両通行止め）のお知らせ
　桜まつり期間中、彦根城には市内外から多くの
来訪者でにぎわうため、混雑が予想されます。
　事故防止のため、城内で交通規制を実施します
ので、ご協力をお願いします。

規制区間と期間
●元二の丸派出所〜黒門前（右図の　　　部分）

　期間中の毎日 9：00 〜 22：00（車両通行止め）

●いろは松〜彦根東高校前（右図の　　　部分）

　桜の見頃の期間中 9：00 〜 18：00（車両通　
行止め）

※桜まつりの期間中、城内と城周辺道路は混雑し
ます。ご来城には、できるだけ公共交通機関を
ご利用ください。また、周辺住民の迷惑となる
路上駐車はしないでください。

※交通規制などは、都合により変更する場合があ
ります。

2013

  3/15広報

　●地域通貨　「彦」の交付が始まります　
　●犬の登録と狂犬病予防注射　
　●育てエンジニア！親子ロボット教室
　●グリーンピアひこね　自主講座

●「旧井伊神社の本殿、
　相の間及び拝殿」特別公開
●BCG（結核）予防接種
●入賞者決まる　ひこね子ども文芸作品
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市
立
病
院

一
般
競
争
入
札
で
市
有
地
の
購
入

者
を
募
集
し
ま
す
。

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、市
立
病
院 

病
院
総
務
課

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
（
簡
易
書
留
で

郵
送
も
可
能
で
す
）。

売
払
物
件　

左
表
の
と
お
り

申
込
書
な
ど
の
配
布
、
受
付
期
間

　

３
月
15
日
㈮
〜
４
月
15
日
㈪

（
必
着
）　

※
お
持
ち
に
な
る
場

合
は
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
き
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

配
布
場
所

市
立
病
院 

病
院
総
務
課
（
市
立

病
院
３
階
）
※
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

入
札
日
時
・
場
所

４
月
22
日
㈪　

午
後
１
時
30
分

３-

１
会
議
室（
市
立
病
院
３
階
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病

院
病
院 

総
務
課
（
〒
５
２
２-

８

５
３
９　

八
坂
町
１
８
８
２
）
☎

22-

６
０
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
７
５
４
番

一般競争入札　
一般競争入札とは、あらかじめ公表された最低売
却価格以上で、最も高い価格をつけた個人また
は法人に売却する方法です。一定条件を満たせば、
どなたでも参加できます。

新
入
学
（
園
）
児
の
交
通
事

故
防
止
運
動

□市
交
通
対
策
課

３
月
15
日
㈮

　
　
　

〜
４
月
15
日
㈪

　

新
学
年
が
始
ま
る
４
月
は
、
子

ど
も
が
交
通
事
故
の
被
害
に
遭
う

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
子
ど

も
に
は
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を

教
育
し
、
運
転
者
は
子
ど
も
を
守

る
思
い
や
り
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

運
動
の
重
点
項
目

①
通
学
・
通
園
路
の
安
全
確
保
の

推
進

②
新
入
学（
園
）
児
に
対
す
る
交
通

安
全
教
育
・
指
導
の
徹
底

③
子
ど
も
を
守
る
安
全
運
転
の
励
行

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　

子
ど
も
と
一
緒
に
通
学
・
通
園

路
を
歩
き
、
子
ど
も
目
線
で
危
険

箇
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
を
車
に
乗
せ
る
と
き

は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着

用
し
ま
し
ょ
う

子
ど
も
は
、
大
人
が
考
え
て
い

▶
物
件
の
現
況
写
真

一
般
競
争
入
札
で

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

意
見
公
募
手
続
制
度

結
果
の
お
知
ら
せ

意見の件数　5 件
案の修正を行うもの　　　　1 件
案の修正を行わないもの　　4 件
問い合わせ先　

　市立病院　病院総務課
　☎ 22-6050、FAX26-0754

彦根市立病院中期経営計画（素案）
る
以
上
に
、
自
分
で
自
分
の
体
を

支
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

車
の
発
進
や
停
車
、
カ
ー
ブ
を

曲
が
る
と
き
な
ど
の
少
し
の
揺
れ

が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
大
き
な

け
が
に
つ
な
が
り
ま
す
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
や
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
は
、
交
通
事
故
や
急
ブ

レ
ー
キ
で
起
こ
る
事
故
の
と
き
だ

け
で
な
く
、
日
常
に
起
こ
り
う
る

車
内
事
故
を
防
止
す
る
役
割
も
あ

る
の
で
す
。

大
切
な
子
ど
も
の
命
の
た
め
に
、

全
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

◀
物
件
の
位
置
図

年度末のごみ収集と粗大
ごみの臨時受け入れ
　

3 月 20 日 ( 水・祝 ) は、通常どおり収集を
行います。ただし、当日は祝日のため、 清
掃センターへの直接搬入はできませんので、
ご注意ください。
※詳しくは「平成 24 年度ごみ等の収集カレ

ンダー」をご覧ください。
粗大ごみの直接搬入
　３月 24 日㈰の午前９時から正午まで、
清掃センターで家庭から出る粗大ごみの臨
時の受け入れを行います。次の点にご注意く
ださい。
▶粗大ごみ以外のごみの搬入はできません。
▶指定時間以外の搬入はできません。
▶臨時の搬入経路を設ける場合があります。

事故防止のため、誘導する係員の指示に
従ってください。

問 い 合 わ せ 先　 清 掃 セ ン タ ー ☎ 22-
2734、FAX24-7787

□市
税
務
課

　

平
成
25
年
度
の
固
定
資
産
税

額
の
基
に
な
る
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
の
価
格
（
評
価
額
）
な
ど
を
、

３
月
末
に
決
定
し
ま
す
。
新
し
い

価
格
な
ど
を
次
の
と
お
り
開
示

し
ま
す
。

　

縦じ
ゅ
う
ら
ん覧

・
閲
覧
さ
れ
る
場
合
は
、

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
な
ど

を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

縦
覧
・
閲
覧
で
き
る
人
の
条
件

や
、
本
人
確
認
の
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

♦
縦
覧

　

納
税
者
が
、
自
分
の
資
産
の
評

価
額
が
適
正
か
ど
う
か
、
他
の
資

産
の
評
価
額
と
比
較
し
て
確
認

す
る
も
の
で
す
。

期
間　

４
月
１
日
㈪
〜

　
　
　
　
　
　
　

５
月
31
日
㈮

場
所　

税
務
課
（
市
役
所
２
階
）

縦
覧
で
き
る
人　

今
年
の
１
月
１

日
現
在
で
、
市
内
に
課
税
対
象

の
土
地
・
家
屋
を
所
有
す
る
人

縦
覧
の
対
象　

土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

※
縦
覧
帳
簿
に
は
、
土
地
・
家
屋

の
所
有
者
や
税
額
は
記
載
し
て

い
ま
せ
ん
。

♦
閲
覧

　

納
税
義
務
者
が
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
の
自
分
の
資
産
に
つ
い
て

記
載
さ
れ
た
部
分
を
確
認
す
る
も

の
で
す
。

　

借
地
人
・
借
家
人
も
、
使
用
・

収
益
の
対
象
と
な
る
資
産
の
課
税

内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

開
始
日　

４
月
１
日
㈪

場
所　

税
務
課
（
市
役
所
２
階
）

閲
覧
で
き
る
人　

納
税
義
務
者

（
所
有
者
）
と
そ
の
同
居
の
親
族
、

ま
た
は
借
地
人
・
借
家
人
な
ど

※
借
地
人
・
借
家
人
な
ど
は
、
閲

覧
の
範
囲
が
限
ら
れ
ま
す
。

閲
覧
の
対
象　

土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
の
各
固
定
資
産
課
税
台

帳
、
名
寄
帳

♦
不
服
申
立
て

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
価
格
に
不
服
が
あ
る
場
合
、

彦
根
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
に
対
し
て
、
審
査
の
申
し
出
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
立
て
期
間　

価
格
が
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
日
（
３
月
末
日
）
か

ら
納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け

た
日
の
後
60
日
の
間

申
立
て
で
き
る
人　

平
成
24
年
中

に
新
築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
、地

目
変
更
や
価
格
の
修
正
が
あ
っ

た
土
地
の
所
有
者

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

ご
覧
く
だ
さ
い

固
定
資
産
の
価
格
等

平
成
25
年
度
の
縦
覧
・
閲
覧

新
し
い

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
ひ
こ
ね
」

彦
根
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
業
推
進
協
議
会

ま
ち
づ
く
り
支
援
を
目
的
に

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
お

店
を
紹
介
し
ま
す
。

ね
こ
カ
フ
ェ　

に
ゃ
ん
こ
っ
こ

営
業
内
容　

癒
や
し
ス
ペ
ー
ス

の
提
供

場
所　

本
町
一
丁
目
11-

13（
四

番
町
ス
ク
エ
ア
内
）

営
業
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

８
時（
入
場
は
午
後
７
時
30
分
ま
で
）

定
休
日　

不
定
休

チャレンジショップ事業　
中心市街地商店街の活性化を

目的とし、空き店舗を活用して、
新規開業に挑戦する事業に対し
て家賃 80％（上限月５万円）を 6
か月間補助し、経営指導を行って
います。

電
話　

☎
26-

８
３
６
６
番

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事

業
推
進
協
議
会
（
彦
根
商
工
会
議

所
内
）
☎
22-

４
５
５
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

２
７
３
０
番
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皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
手
に
よ

り
、
彦
根
の
ま
ち
を
さ
ら
に
美
し

く
、
活
力
あ
る
ま
ち
に
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
す
「
美
し
い
ひ
こ
ね

創
造
事
業
」
も
、
４
月
で
８
年
目

を
迎
え
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
中
の
活
動
に
対
す

る
「
彦
」
の
交
付
が
４
月
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

交
付
窓
口　

ま
ち
づ
く
り
推
進

室
（
市
役
所
１
階
）、
支
所

交
付
期
間　

４
月
１
日
㈪
〜
５
月

31
日
㈮
（
土・日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

持
ち
物　

平
成
24
年
度
美
し
い
ひ

こ
ね
創
造
活
動
報
告
書
、
印
鑑

４
月
７
日
㈰
、
同
13
日
㈯
の
午
前
中

臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

平
日
は
手
続
き
に
来
ら
れ
な
い

同
封
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、同
封

す
る
文
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
度
発
行
の
「
彦
」
の

有
効
期
限
は
平
成
25
年
３
月
31
日

㈰
で
す

有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
期
間
内
に
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
平
成
22
年
度
発
行
の

｢

彦｣

は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先 　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

交付が始まります

地域通貨「彦
げ ん

」

人
の
た
め
に
、「
彦
」
の
交
付
や
参

加
登
録
の
受
付
を
行
う
臨
時
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。

日
時　

４
月
７
日
㈰
、
同
13
日
㈯

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

休
日
の
臨
時
窓
口　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
（
支
所
は
あ
り
ま
せ
ん
）

参
加
登
録
が
必
要
で
す

　
　

｢

彦｣

の
交
付
を
受
け
る
た
め

に
は
、
ま
ず
「
美
し
い
ひ
こ
ね

創
造
活
動
」
に
参
加
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

「
彦｣

の
使
用

　

｢

彦｣

の
使
い
道
は
次
の
４
通
り

あ
り
ま
す
。

①
市
民
な
ど
の
間
で
の
自
由
な
流
通

▼
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
人
に

▲「彦」が使えるお店に配布し
ているステッカー（４月１日〜）

「
彦
」
を
渡
せ
ま
す
。

▼
「
彦
」
協
力
店
（
左
表
）
で
「
彦
」

と
引
き
換
え
に
特
典
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
受
け
ら
れ
る
特
典
は
、 

代
金
の

割
引
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
店
舗

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

②
彦
根
市
の
施
設
の
使
用
料
や
手

数
料
の
う
ち
、
定
め
ら
れ
た
も

の
へ
の
支
払
い
（
１
彦
＝
１
円
と

し
、
お
つ
り
を
受
け
取
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
）

③
登
録
さ
れ
た
市
民
団
体
へ
の
寄
附

④｢

彦｣

５
枚
で
、
エ
コ
バ
ッ
グ

と
の
交
換
（
交
換
は｢

彦｣

の
み

で
、
現
金
と
「
彦
」
の
組
み
合
わ
せ

は
で
き
ま
せ
ん
）

※
参
加
登
録
者
に
は
、
３
月
末
に

平
成
25
年
度
の
活
動
報
告
書
を

送
付
す
る
と
き
に
、
案
内
文
も

▲色は紫。有効期限が平成
25年 3月 31日㈰まで

み
ほ
ん

配
偶
者
の
届
出
も
必
要
で
す
。

▼
第
２
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配

偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

収
入
が
増
え
た
と
き
、
離
婚
し

た
と
き
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番

平
成
25
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料
は

月
額
１
万
５
、
０
４
０
円
で
す

彦
根
年
金
事
務
所

４
月
か
ら
平
成
26
年
３
月
ま
で

の
国
民
年
金
保
険
料
（
以
下
、
保
険

料
）
は
、
月
額
１
万
５
、
０
４
０

円
（
平
成
24
年
度
は
１
万
４
、
９
８
０

円
）
と
、
決
ま
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番

国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
が
で
き
ま
す

彦
根
年
金
事
務
所

保
険
料
の
納
付
に
は
、
割
引
を

伴
う
「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

毎
月
納
め
る
よ
り
お
得
な
う
え
、

納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
て

便
利
で
す
。

▼
平
成
25
年
４
月
分
か
ら
の
１
年

前
納
（
現
金
納
付
）

17
万
７
、
２
８
０
円
（
月
払
い
に

比
べ
３
、
２
０
０
円
お
得
）

▼
半
年
前
納
（
現
金
納
付
）

８
万
９
、
５
１
０
円
（
月
払
い
に

比
べ
７
３
０
円
お
得
）

▼
納
付
期
限　

４
月
30
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

国
民
年
金
被
保
険
者
の
種
別

♦
第
１
号
被
保
険
者

自
営
業
者
・
学
生
な
ど
で
、

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
人

♦
第
２
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
保
険
・
共
済
年

金
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、

原
則
65
歳
未
満
の
人 

♦
第
３
号
被
保
険
者

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で
、

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

０
３
８
番

こ
ん
な
と
き
に
は

こ
ん
な
手
続
を

彦
根
年
金
事
務
所

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の

人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
保
険
年
金
課
、支
所
、各

出
張
所
、
ま
た
は
彦
根
年
金
事
務

所
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

届
出
を
忘
れ
て
、
保
険
料
を
納

め
て
い
な
い
と
、
将
来
に
受
給
す

る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な
く

な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
20
歳
に
な
っ
た
と
き（
手
続
き
は
、

誕
生
日
の
前
日
か
ら
）

会
社
員
（
厚
生
年
金
の
加
入
者
）、

公
務
員
（
共
済
年
金
の
加
入
者
）
な

ど
を
除
き
ま
す
。

▼
会
社
等
を
退
職
し
た
と
き

被
扶
養
配
偶
者
が
い
る
場
合
は
、

あなたの命を救いたい
「いのちと暮らしの相談ナビ」

さまざまな悩みを抱え、一人で苦しみつづけ、生きる道を見
失いかけているあなた、「いのちと暮らしの相談ナビ」サイトに、
アクセスしてみてください。携帯電話やスマートフォン、パソ
コンから、24 時間いつでも、生きるための支援策や窓口（彦根
市の窓口も含む）が簡単に検索できます。

http://lifelink-db.org/
問い合わせ先　 障害福祉課☎ 27-9981、FAX26-1767

▲市立図書館では、自殺予防やうつ病に関する
図書を紹介しています。3月 29日㈮まで

３月は自殺対策強化月間です
自殺の問題は、国民の誰もが当事者となりうる大きな社会問

題です。彦根市では、自殺予防の啓発の一つとして、自殺に関連
する図書の紹介やパネル展示を市立図書館で行っています。

誰かが気づいて話を聴き、適切な相談につながれば、多くの自
殺を防ぐことができます。

◀「いのちと暮らしの相談ナビ」
サイトのQRコード※ 4 月からも継続して彦を利用できる協力店です



7 2013・3・15 62013・３・15

る
。身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
笑
顔

の
輪
が
ど
ん
ど
ん
広
が
り
、
世
界

中
が
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ

と
を
私
は
信
じ
て
い
る
。

　

部
落
差
別
、
子
ど
も
や
女
性
の

問
題
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
問

題
・
・
・
、
す
べ
て
の
人
権
を
守

る
の
は
、
前
向
き
な
行
動
か
ら
で

あ
る
。

人
権
と
わ
た
し

　
　
　

自じ

見み　

千ち

春は
る

さ
ん

（
西
中
学
校
３
年
）

　　
「
人
権
」。
そ
れ
は
、
人
間
が
人

間
と
し
て
当
然
に
持
っ
て
い
る
権

利
の
こ
と
だ
。
次
の
世
代
を
担
う

中
学
生
の
今
、
人
権
尊
重
の
重
要

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
そ
こ
で
私
は
、
ま

ず
身
の
回
り
の
人
権
か
ら
目
を
向

け
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　

学
校
生
活
の
中
、
時
折
乱
暴
な

言
葉
が
教
室
を
飛
び
交
う
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
度
に
私
は
胸
が
痛
む
。

人
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
事
を
言
っ

た
人
は
軽
い
気
持
ち
で
、
悪
気
も

無
く
つ
い
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
遊
び
の
中
で
な
ら

か
ま
わ
な
い
と
い
う
考
え
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
私
は

そ
の
よ
う
な
言
葉
が
発
せ
ら
れ
る

こ
と
自
体
が
問
題
だ
と
思
う
。
人

と
接
す
る
時
、
一
歩
立
ち
止
ま
っ

て
考
え
て
ほ
し
い
。
相
手
を
傷
つ

け
る
言
動
を
し
て
い
な
い
か
ど
う

か
を
。

　

い
じ
め
だ
っ
て
そ
う
だ
。
最
近

よ
く
目
に
す
る
「
い
じ
め
」
の
問

題
。
い
じ
め
の
境
界
線
は
、
自
分

が
「
嫌
だ
」
と
感
じ
た
ら
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
周
り
か
ら
見
た

ら
「
た
だ
の
遊
び
」
と
「
い
じ

め
」
の
判
断
が
つ
か
な
い
と
き
が

あ
る
と
思
う
。
だ
か
ら
、
自
分
が

嫌
だ
、
不
快
だ
と
感
じ
た
ら
、
迷

わ
ず
相
手
に
は
っ
き
り
と
言
う
べ

き
だ
と
思
う
。
自
分
の
気
持
ち
を

話
さ
な
い
と
何
も
始
ま
ら
な
い
の

だ
。
周
り
が
ど
う
見
て
も
い
じ
め

な
ら
ば
、
絶
対
に
手
を
差
し
の
べ

る
べ
き
だ
。
い
じ
め
な
の
か
ど
う

か
判
断
で
き
な
い
場
合
で
も
、
そ

の
問
題
を
放
っ
て
お
い
て
は
い
け

な
い
。
い
じ
め
の
問
題
を
風
化
さ

せ
て
は
い
け
な
い
。

　

い
じ
め
の
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
私
の
学
校
の
生
徒

会
や
学
級
委
員
で
、「
誰
も
が
居

心
地
の
よ
い
学
校
す
る
に
は
」
と

い
う
話
し
合
い
の
場
が
設
け
ら
れ
、

班
ご
と
に
考
え
を
ま
と
め
て
発
表

し
合
っ
た
。

私
が
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
の
は
、

安
心
で
き
る
居
心
地
の
よ
い
空
気

を
自
分
か
ら
創
っ
て
い
く
と
い
う

意
見
だ
。
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
の

空
間
で
あ
れ
ば
、
誰
か
が
傷
つ
く

言
葉
や
行
動
が
顔
を
出
す
こ
と
は

な
い
。

こ
の
よ
う
な
空
気
を
創
っ
て
い

く
方
法
を
、
私
な
り
に
考
え
て
み

た
。
そ
れ
は
お
互
い
の
個
性
を
認

め
合
い
尊
重
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、

相
手
や
物
事
の
悪
い
と
こ
ろ
ば
か

り
見
つ
め
る
の
で
は
な
く
、
い
い

面
を
見
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。

誰
だ
っ
て
欠
点
や
悪
い
部
分
が
あ

る
。
し
か
し
、
欠
点
も
全
部
含
め

て
自
分
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
し
、
欠
点
を
欠
点
と
し
て
見

る
か
は
心
の
角
度
次
第
だ
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
前
向
き
な
考
え
方

が
、
い
い
空
気
を
創
る
こ
と
に
つ

な
が
り
、
誰
に
と
っ
て
も
居
心
地

の
よ
い
学
校
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
誰

か
の
笑
顔
が
誰
か
の
笑
顔
に
つ
な

が
り
、
そ
し
て
誰
も
が
笑
顔
に
な

選
　
　
評
　
　

人
権
尊
重
の
重
要
性
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
身
近

な
学
校
生
活
の
中
で
見
聞
き
す
る
、

乱
暴
な
言
葉
や
い
じ
め
に
目
を
向

け
て
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

解
決
で
き
る
か
と
の
考
え
が
、
旨

く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、誰

も
が
持
つ
欠
点
や
短
所
を
角
度
を

変
え
、
前
向
き
に
考
え
行
動
す
る

こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
人
権
が

守
ら
れ
る
と
の
強
い
思
い
が
、
良

く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
おか

本
もと

　千
ち

春
はる

さん（南中学校 2 年）

せ
て
く
だ
さ
い
。

⑥
会
場
で
犬
が
ふ
ん
を
し
た
と
き

は
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て

後
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
盲
導
犬
を
除
い
て
、
引
き
綱
は

必
ず
首
輪
に
つ
け
て
来
場
し
て

く
だ
さ
い
。
ハ
ー
ネ
ス（
首
輪
の

代
わ
り
に
つ
け
る
ベ
ル
ト
）
は
、犬

が
暴
れ
て
外
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

★
飼
い
主
の
都
合
や
犬
の
体
調
な

ど
に
よ
り
、
会
場
で
注
射
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
か

か
り
つ
け
の
獣
医
師
で
必
ず
受

け
ま
し
ょ
う
。

★
鑑
札
・
注
射
済
票
は
、
必
ず
首

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

登
録
と
注
射
は
、
飼
い
主
の
義
務

で
す
。
登
録
は
犬
の
一
生
に
１
回
、

注
射
は
毎
年
１
回
必
ず
受
け
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

対
象
と
な
る
犬　

市
内
で
飼
わ
れ

て
い
る
生
後
91
日
以
上
の
犬

日
程
と
会
場　

左
の
表
の
と
お
り

料
金　

●
既
に
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る
犬

　

３
、
２
０
０
円
（
狂
犬
病
予
防
注

射
料
金
２
、
６
５
０
円
＋
狂
犬
病
予

防
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

●
生
後
91
日
以
上
で
未
登
録
の
犬

６
、
２
０
０
円
（
狂
犬
病
予
防
注

射
料
金
２
、
６
５
０
円
＋
狂
犬
病
予

防
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円

＋
新
規
登
録
手
数
料
３
、０
０
０
円
）

※
法
律
に
基
づ
く
身
体
障
害
者
補

助
犬
は
、
手
数
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

※
会
場
は
混
雑
し
ま
す
。
お
つ
り

の
い
ら
な
い
よ
う
料
金
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

お
願
い

①
既
に
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る
犬

の
飼
い
主
は
、
犬
の
登
録
カ
ー

ド
（
愛
犬
カ
ー
ド
）
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

②
新
し
く
登
録
す
る
犬
の
飼
い
主

は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

犬
の
名
前
、
種
類
、
生
年
月
日
、

性
別
を
書
い
た
メ
モ
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

③
必
ず
犬
を
制
止
す
る
（
押
さ
え

る
）
こ
と
が
で
き
る
人
が
連
れ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

④
犬
の
体
を
清
潔
に
し
て
連
れ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

⑤
犬
の
体
調
が
悪
い
場
合
は
、
か

か
り
つ
け
の
獣
医
師
に
相
談
し

て
か
ら
、
予
防
注
射
を
受
け
さ

輪
な
ど
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
迷

子
犬
に
な
っ
た
と
き
に
、
飼
い

主
を
探
す
大
切
な
手
が
か
り
に

な
り
ま
す
。

★
飼
い
主
の
住
所
変
更
、
犬
の
死

亡
な
ど
登
録
カ
ー
ド
の
内
容
に

変
更
が
あ
れ
ば
、

生
活
環
境

課
に
変
更
届
ま
た
は
死
亡
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
書

は
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

狂犬病予防の必要性
◎狂犬病は、いったん発症すると治療法がなく、
人間と動物に共通する、致死率 100％の恐ろし
い感染症です。

◎狂犬病は日本、英国、オーストラリア、ニュージー
ランドなどの一部の国々を除いて全世界に分布
します。

◎厚生労働省によると、世界では年間およそ 5万
5千人の人が狂犬病で亡くなっており、このう
ち 3万人以上はアジア地域での死亡者と言われ
ています。

◎平成18年には、海外で犬にかまれ、帰国してか
ら狂犬病を発症して死亡する事例もありました。

◎日本では、主に犬の登録、予防注射、野犬の収容
により、狂犬病の撲滅に成功していますが、日本
の犬の輸入は、アジア地域など狂犬病発生国から
の輸入が9割を超えており、いつ狂犬病が発生し
てもおかしくない状態です。
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グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね

自
主
講
座

　

 

〈
内
容
〉
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね

で
行
う
講
座
で
、
楽
し
く
技
術
を

習
得
し
ま
せ
ん
か
。　
〈
対
象
〉

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人  

〈
内
容

な
ど
〉 

下
表
の
と
お
り　
〈
場
所
〉

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね　

ほ
か　

〈
費
用
〉
申
込
時
に
、
受
講
料
、
教

材
費
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

※
中
途
退
会
者
に
受
講
料
な
ど
は

返
し
ま
せ
ん
。　
〈
申
込
期
間
〉

４
月
1
日
㈪
〜
同
15
日
㈪  

〈
そ

の
他
〉
各
講
座
と
も
先
着
順
に
受

け
付
け
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。　

※
定
員
に
満
た
な

い
講
座
は
開
講
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。  

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
（
清

崎
町
１
１
１
８
）
☎
25-

３
９
０
９

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

３
９
７
２
番　

※
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
に
あ
る

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

介
護
職
員
初
任
者
研
修

４
月
か
ら
今
ま
で
の
「
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
２
級
」が「
介
護
職
員
初

任
者
研
修
」
と
い
う
名
称
に
変
わ

り
ま
す
。
こ
れ
は
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
必
要
な
知
識
、
技
術
、
心
構
え

を
習
得
す
る
新
し
い
資
格
で
す
。 

〈
研
修
期
間
〉４
月
９
日
㈫
〜
７
月

19 
日
㈮
（
全
23
日
間
）　
〈
対
象
〉 

介

護
の
仕
事
を
希
望
、
も
し
く
は
予

定
し
て
い
て
全
て
の
研
修
に
出
席

で
き
る
人　
〈
費
用
〉 

８
万
円
（
テ

キ
ス
ト
代
を
含
む
）　
〈
申
込
期
限
〉

３
月
29
日
㈮
（
受
付
時
間
は
月
〜
金

曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、
祝
日

は
除
き
ま
す
）　
〈
そ
の
他
〉
全
課
程

修
了
後
に
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

基
準
点
を
満
た
し
た
人
に
は
修
了

証
明
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
基
準

点
に
満
た
な
い
場
合
は
再
試
験
が

あ
り
ま
す
。　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
社
会
福
祉
法
人
と
よ
さ

と　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
務

局(

ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21
内
）
☎
35-

０
３
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
35-

２
１

２
３
番　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.eonet.ne.jp/~stepup21

滋
賀
大
学
開
学
祭

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

〈
日
時
〉
４
月
20
日
㈯　

午
前
10

時
〜
午
後
５
時　
〈
場
所
〉
滋
賀

大
学
経
済
学
部
校
舎
内
（
馬
場
一

丁
目
）　
〈
店
舗
数
〉 

30
店
舗
（
先

着
順
）　
〈
出
店
料
〉 

無
料　
〈
申
込

期
限
〉 

４
月
７
日
㈰　
　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
滋
賀
大
学
文
化

サ
ー
ク
ル
連
合（
〒
５
２
２-

８
５
２

２　

馬
場
一
丁
目
１-

１
）（
担
当
・
手

嶋
さ
ん
）☎
０
９
０-

１
２
７
０-

４

８
１
６
番　

Ｅ
メ
ー
ルteshim

a 
hps03@

yahoo.co.jp　

※
電
話

か
、
①
名
前
②
連
絡
先
③
出
店
内

容
を
書
い
て
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

所
〉
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
体
育
館
（
高

宮
町
）　
〈
費
用
〉
千
円
（
保
険
代
）

〈
申
込
期
限
〉
３
月
20
日（
水
・
祝
）

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
は
が
き

に
①
名
前
（
ふ
り
が
な
）
②
性
別
③

新
学
年
④
学
校
名
⑤
住
所
⑥
連

絡
先
（
後
日
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で

詳
細
を
連
絡
し
ま
す
）
を
書
い
て
も
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
彦
根
市
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務
局
（
担
当　

田
中
さ
ん
）（
〒
５
２
２-

０
０
６
９
馬

場
一
丁
目
６-

38
）
☎
24-

５
５
６
４

番ウ
ィ
ズ
10
周
年
記
念
事
業

育
て
エ
ン
ジ
ニ
ア
！

　
　

親
子
ロ
ボ
ッ
ト
教
室

〈
内
容
〉
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
を
通
し

て
親
子
で
作
る
楽
し
み
を
体
験

し
ま
す
。
お
も
ち
ゃ
の
ブ
ロ
ッ
ク

を
組
み
立
て
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の

簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
ロ

ボ
ッ
ト
を
動
か
し
ま
す
。　
〈
開

講
日
・
時
間
〉
▼
ク
ラ
ス
①　

４

月
６
日
、
５
月
11
日
、
６
月
１

日
、
７
月
６
日　

▼
ク
ラ
ス
②　

４
月
20
日
、
５
月
18
日
、
６
月
15

日
、
７
月
20
日　

い
ず
れ
も
土
曜

日
、
午
後
１
時
30
分
〜
同
４
時
30

分　
〈
場
所
〉 

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
会
議
室　

〈
対
象
〉
小
学
４
〜
６
年
生
（
平
成

25
年
４
月
時
点
）
の
親
子　
〈
定
員
〉 

ブ
ラ
ジ
ル
料
理
教
室

〈
内
容
〉
本
場
の
ブ
ラ
ジ
ル
料
理

を
作
り
な
が
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
食

生
活
や
文
化
を
親
し
む
教
室
で

す
。　
〈
対
象
〉
市
内
に
在
住
、在

勤
、在
学
の
人　
〈
日
時
〉
３
月
23

日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
〈
場
所
〉
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）　
〈
定

員
〉
15
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
千

円（
当
日
徴
収
し
ま
す
）　
〈
持
ち
物
〉

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん　

〈
申
込
期
限
〉
３
月
21
日
㈭　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉 

人
権
政

策
課
☎
30-

６
１
１
３
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-

８
５
７
７
番

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

春
休
み
体
験
教
室

〈
対
象
〉
幼
稚
園
年
長
〜
小
学
生

〈
日
時
〉
３
月
23
日
㈯
、同
30
日
㈯
、

４
月
６
日
㈯
、同
７
日
㈰
４
日
間

午
後
１
時
〜
同
２
時
30
分　
〈
場

10
組　

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は

公
開
抽
選
（
３
月
27
日
㈬
午
前
10
時

か
ら
「
ウ
ィ
ズ
」
会
議
室
３
で
行
い
ま

す
）　
〈
費
用
〉 

４
千
円
（
各
４
回
分

一
括
）

〈
申
込
期
間
〉３
月
15
日
㈮
〜
同
26

日
㈫
（
必
着
）　
〈
託
児
〉
１
人
１
回

２
０
０
円
（
０
歳
〜
就
学
前
、
要
予

約
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ

ズ
」（
〒
５
２
２-

０
０
４
１　

平
田
町

６
７
０
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２

９
番　

※
往
復
は
が
き
の
往
信
の

裏
に
①
受
講
ク
ラ
ス
②
名
前
（
親

子
）
③
学
校
、
新
学
年
④
郵
便
番

号
⑤
住
所
⑥
電
話
番
号
⑦
あ
れ
ば

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
⑧
託
児
を
希
望
す
る

人
は
名
前
と
生
年
月
日
を
、
返
信

の
表
に
住
所
、
氏
名
を
そ
れ
ぞ
れ

書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ウ
ィ
ズ

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

〈
内
容
〉
パ
ソ
コ
ン
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
よ
り
楽
し
く
、
活
動
的

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。 

〈
講
座
内
容
・
日
時
〉
左
表
の
と
お

り 　
〈
場
所
〉 

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
講
習
室　

〈
対
象
〉 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
、
パ
ソ
コ
ン
初
心
者　
〈
定
員
〉

午
前
・
午
後
各
10
人
（
先
着
順
）　

〈
申
込
開
始
日
〉３
月
15
日
㈮
午
前

９
時   

〈
費
用
〉 

各
期
（
各
６
回
分
）

５
、
３
０
０
円
（
教
材
費
込
）　
〈
託

ウ
ィ
ズ

市
民
企
画
講
座

〈
内
容
〉
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
団
体
・

が
つ
く
る
男
女
共
同
参
画
事
業
を

募
集
し
ま
す
。　
〈
応
募
条
件
〉 

男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め

に
企
画
さ
れ
た
も
の
（
例
え
ば
、
地

域
、
ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て
支
援
、
高
齢

者
支
援
、
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
、
男

性
の
生
き
方
支
援
な
ど
）、
ウ
ィ
ズ
を

会
場
と
し
て
開
催
す
る
事
業
、
幅

広
く
市
民
に
参
加
を
呼
び
か
け
る

事
業   

〈
支
援
内
容
〉 

事
業
の
実

施
に
必
要
な
全
て
の
経
費（
講
師
へ

の
謝
礼
金
、
消
耗
品
費
、
印
刷
費
、
賃

借
料
な
ど
）、
た
だ
し
、
支
援
金
の

上
限
は
５
万
円
、
支
援
す
る
事
業

は
選
考
し
て
３
事
業
以
内　
〈
対

象
〉 

市
内
で
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
市
民
団
体
、
学
生
サ
ー
ク
ル

な
ど　
〈
申
込
期
限
〉
４
月
27
日

㈯　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ

ズ
」（
〒
５
２
２-

０
０
４
１　

平
田
町

６
７
０
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２

９
番　

※
所
定
の
企
画
提
案
書
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
郵
送
ま
た

は
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

児
〉
１
人
１
回
２
０
０
円
（
０
歳
〜

就
学
前
、
要
予
約
）　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
〒
５
２
２-

０

０
４
１　

平
田
町
６
７
０
）
☎
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-

３
５
２
９
番
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
※
前
期
・
後
期
連

続
講
座
で
す
。
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滋賀県警察官（Ａ・大卒程度）採用試験　　

滋賀県警察本部では、警察官を募集しています。
対象　昭和58年4月2日以降に生まれた男女で、4 年制

大学を卒業または平成26年3月31日までに卒業見
込みの人

第１次試験　5月12日㈰
試験区分　採用予定人数　
　男性Ａ　56 人程度
　女性Ａ　10 人程度
申込期限　4月19日㈮
※詳しくは、滋賀県警ホームページ（http://www.pref.

shiga.lg.jp/police/）をご確認ください。
申込・問い合わせ先　滋賀県警察本部警務課採用係
　☎ 0120-204-314

親子DE望遠鏡
内容　春の夜空の星座や惑星を観望します。
日時　3 月 29 日㈮19：00〜翌30日㈯8：00
　　　（悪天候の場合中止。当日16：30までに開催の有無を確

　　認してご来館ください。予備日はありません）

場所　 子どもセンター（日夏町）

対象　小学 4 年生〜中学 3 年生と保護者
定員　15 人（先着順）　
費用　500 円
持ち物　防寒着、手袋、毛布、洗面用具、懐中電灯、常

　　　備薬、軽夜食、飲み物、筆記用具、メモ帳　
申込期限　3月28日㈭　
申込・問い合わせ先　 子どもセンター☎ 28-3645、

FAX28-3646

ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連
合
日
本

セ
ン
タ
ー

春
期
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

〈
内
容
〉総
合
的
な
英
語
力
の
取
得

を
目
指
す
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
時
間

や
目
的
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
留
学
や
就

職
の
準
備
の
た
め
に
、
あ
る
い
は

自
己
啓
発
の
た
め
に
受
講
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
※
各
講
座
の
開
講
日

時
、
受
講
料
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。  

〈
開
講
期
間
〉
４
月
８

日
㈪
〜
６
月
29
日
㈯
（
コ
ー
ス
に
よ

り
開
講
曜
日
、
回
数
が
異
な
り
ま
す
）

　
〈
場
所
〉
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学

連
合
日
本
セ
ン
タ
ー
（
松
原
町
）　

〈
コ
ー
ス
〉（
１
ク
ラ
ス
１
時
間
30
分
）

▼
デ
イ
タ
イ
ム　
（
月
〜
金
曜
日　

３
万
円
〜
）

▼
夜
間　
（
基
礎
級　

毎
週
月
曜
日

　

３
万
５
千
円
、
中
・
上
級　

毎
週

木
曜
日　

４
万
２
、
０
０
０
円
）　

　▼
土
曜
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト
活

用
英
語　
（
毎
週
土
曜
日　

３
万

８
、
５
０
０
円
） 

〈
そ
の
他
〉
一
定
数
以
上
の
コ
ー

ス
を
受
講
す
る
人
は
、
同
セ
ン

タ
ー
の
宿
泊
施
設
を
利
用
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。　
〈
申
込
期

限
〉３
月
30
日
㈯　
　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉ミ
シ
ガ
ン
州
立
大

学
連
合
日
本
セ
ン
タ
ー
）
☎
26-

３
４
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
３

５
６
番
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.jcm

u.net

成
年
後
見
制
度
・
相
続
・
遺

言
に
関
す
る
無
料
相
談
会

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、
正

し
い
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

安
心
し
て
生
活
を
送
れ
る
よ
う
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

内
容　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
の

仕
方
、
相
続
の
諸
手
続
・
遺
言

書
の
作
成
な
ど
に
関
す
る
相
談

会
日
時　

４
月
21
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
〜
同
４
時
30
分

場
所　

彦
根
勤
労
福
祉
会
館
（
大

東
町
）
２
階
研
修
室

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
コ
ス
モ
ス
成

年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
滋

賀
県
支
部
（
担
当　

柴
田
さ
ん
）

☎
23-

２
４
０
１
番
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楽
し
く
安
全
に
登
ろ
う

基
礎
か
ら
学
ぶ
山
登
り
体
験

2 月 17 日、荒神山自然の家（日夏町）で、安
全に楽しく山歩きをするための初心者向け山
登り講座が行われました。

午前は、山登りの基礎知識を学習し、準備し
ておきたい登山用具などの紹介を受けました。
午後は、実技指導を受けながら荒神山に登りま
した。

日頃なじみの少ない山道に苦労すること 2
時間半、息を切らして山頂まで登った参加者は、
達成感で清々しい表情を見せていました。

ふるさとの情報を世界に発信　　
城西小学校がユネスコスクールに

２
月
21
日
、
城
西
小
学
校
（
本

町
三
丁
目
）
で
、ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
プ
レ
ー
ト
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
前
川
教
育
長
か
ら
大
澤
校
長

に
プ
レ
ー
ト
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
と
は
、
世
界

中
の
学
校
と
の
交
流
を
通
じ
、
情

報
や
体
験
を
分
か
ち
合
う
こ
と

を
目
的
に
し
た
組
織
で
す
。
こ
れ

ま
で
世
界
１
８
０
国
・
約
９
千
校

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
滋
賀

県
内
の
小
学
校
で
同
小
が
初
め

て
の
登
録
で
す
。

同
小
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
を
活
用
し
て
世
界
各
国
の

学
校
と
交
流
し
、
彦
根
な
ら
で
は

の
文
化
や
伝
統
を
発
信
し
て
い

き
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

旧
井
伊
神

社
本
殿
、
相
の

間
及
び
拝
殿

（
古
沢
町
）
が
彦

根
市
指
定
文

化
財
と
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の

社
殿
は
、
井
伊

家
の
始
祖
井い

伊い

共と
も

保や
す

を
祀ま

つ

る
霊れ

い
び
ょ
う廟
と
し
て
、
弘

化
２
年（
１
８
４
５
）
に
建
立
さ
れ

ま
し
た
。
建
物
に
は
、
優
れ
た
意

匠
と
華
や
か
な
彩さ

い

色し
き

が
随
所
に
施

さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
後
期
の

高
い
技
術
の
粋
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

今
回
、
こ
の
社
殿
を
特
別
に
公

開
（
無
料
）
し
ま
す
。
建
物
内
部
も

ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す

特別公開
旧井伊神社本殿、
相の間及び拝殿 

▲内部の様子（相の間
から本殿を見る）

の
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
井
伊
神
社
は
、
２
月
に
新
社

殿
が
建
立
さ
れ
て
祖そ

霊れ
い

が
移
さ
れ
、

旧
社
殿
が
文
化
財
と
し
て
彦
根
市

に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

日
時　

３
月
24
日
㈰　

午
前
10
時

～
午
後
３
時（
随
時
、
説
明
し
ま
す
）

場
所　

現
地（
左
図
の
と
お
り
）

駐
車
場　

佐
和
山
史
跡
公
園
駐
車

場（
龍
潭
寺
前
駐
車
場
）を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９
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　 健康推進課（平田町・福祉保健センター）
☎24-0816、FAX24-5870

142013・3・15

大お
お

　に
し西
海か

い

　せ
い晴

ち
ゃ
ん

（
野
口
町
）

田た

中な
か

莉り

乃の

ち
ゃ
ん

（
安
食
中
町
）

吹す
い

田た

望み

輝き

星と

ち
ゃ
ん

（
里
根
町
）

3月 31日㈰まで
◆対象年齢　
　生後 6 か月をむかえるまでの間
◆標準的な接種期間（接種を受けるのが望ましい期間）

　生後 3 か月から生後 6 か月をむかえるまでの期間
◆接種場所　福祉保健センター ( 平田町 ) 月 2 回

の集団接種
◆日時　3 月 29 日㈮ ( 受付 13：10 ～ 14：10)

4月 1日㈪から
◆対象年齢
　生後 1 歳をむかえるまでの間
◆標準的な接種期間（接種を受けるのが望ましい期間）

　生後5か月から生後8か月をむかえるまでの期間
◆接種場所　
　指定医療機関での接種（下表参照）
　※指定医療機関へ事前予約が必要です。
　※随時、個別接種できます。

BCG（結核）予防接種
　４月１日㈪から接種対象年齢と接種場所が変わります
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発
行
：
彦
根
市

編
集
：
情
報
政
策
課

●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
2
8
5
号

（
平
成
2
5
年
3
月
1
5
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
4
9
,6
0
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
7
円
（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）
で
す
。
た
だ
し
、
原
稿
作

成
・
編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

16

入賞者決まる

第 3 回（平成 24 年度） 
ひこね子ども文芸作品

子どもが日本語の持つ本来の美しさを感じ、豊
かな表現力（考える力・書く力・伝える力）を身に

つけることを目的に、文芸作品を広く募集したと
ころ、延べ 5,292 人の児童・生徒の皆さんから
俳句 5,226 点・川柳 1,582 点、短歌 1,222 点、
詩 555 点の応募をいただきました。

彦根文芸協会の協力による審査の結果、特選
33 点、準特選 55 点、佳作 109 点が選ばれま
した。各部門の特選は、次の皆さんです。
問い合わせ先　 教育委員会文化振興室
　☎ 23-7810、FAX21-3080

◆
小
学
１
～
３
年
生

　

一
ば
ん
に
か
い
だ
ん
あ
が
っ
て
空
見
え
た
お
ひ
さ
ま
ひ
か
っ
て
き
ん
メ
ダ
ル
だ
ね　
　
　
　

佐さ

　と
う藤　

爽さ
や

音ね

（
金
城
小
学
校
１
年
） 

　

も
み
じ
か
ら
手
紙
が
と
ど
く
う
れ
し
い
な
も
み
じ
さ
ん
に
は
ぼ
く
は
お
く
る
よ　
　
　
　
　

岩い
わ

佐さ　

光ひ
か

瑠る

（
稲
枝
東
小
学
校
３
年
）

◆
小
学
４
～
６
年
生

　

も
も
ち
ゃ
ん
は
ち
っ
ち
ゃ
な
ほ
っ
ぺ
か
わ
い
い
な
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
あ
れ　
　

若わ
か
ば
や
し林　

海か
い

斗と

（
城
南
小
学
校
５
年
） 

　

命
と
は
マ
マ
か
ら
も
ら
っ
た
宝
物
私
も
い
つ
か
命
を
増
や
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳と
く

田だ　

侑ゆ
う

架か

（
城
北
小
学
校
６
年
） 

　

楽
し
み
は
返
事
の
手
紙
届
い
た
日
ひ
そ
か
に
内
容
想
像
す
る
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山や
ま

下し
た　

莉り

采あ

（
城
陽
小
学
校
６
年
）

◆
中
学
生

　

全
国
の
み
ん
な
の
憧
れ
ひ
こ
に
ゃ
ん
は
誰
も
が
認
め
る
彦
根
の
宝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若わ
か
ば
や
し林　

翔し
ょ
う
た太

（
南
中
学
校
２
年
）   

　

城
下
町
時
代
も
人
も
変
わ
る
け
ど
春
の
絶
景
変
わ
ら
な
い
ま
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村む
ら
に
し西　

快か
い
ゆ
う優

（
南
中
学
校
２
年
）   

　

小
さ
く
て
目
立
た
ぬ
花
も
秋
と
な
り
艶
め
く
宝
石
の
む
ら
さ
き
し
き
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　

熊く
ま

田だ　

康こ
う
す
け介

（
南
中
学
校
３
年
）

◆
小
学
１
～
３
年
生

　

た
こ
あ
げ
だ
お
空
で
く
る
り
ま
え
ま
わ
り　
　
　
　
　

西に
し
む
ら村　

優ゆ
う

汰た

（
高
宮
小
学
校
１
年
）

　

夏
ぼ
う
し
思
い
出
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
て
る　
　
　
　
　

佐さ

藤と
う　

瑠る

乃の

（
金
城
小
学
校
２
年
）

　

つ
ぼ
み
か
ら
た
ね
ま
で
あ
っ
た
ほ
う
せ
ん
か　
　
　
　

黒く
ろ
く
い杭　

広ひ
ろ

知の
り

（
城
西
小
学
校
３
年
）

◆
小
学
４
～
６
年
生

　

も
み
じ
が
ね
頭
に
一
つ
か
み
か
ざ
り　
　
　
　
　
　
　

瀧た
き

本も
と　

希の
の

佳か

（
城
東
小
学
校
４
年
）

　

吐
く
息
が
白
く
広
が
る
冬
の
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋あ
き

宗む
ね　

慧さ
と

哉や

（
佐
和
山
小
学
校
６
年
）

　

満
月
が
び
わ
湖
を
照
ら
し
笑
っ
て
る　
　
　
　
　
　
　

林は
や
し　

希の

空あ　
　
（
若
葉
小
学
校
６
年
）

◆
中
学
生

　

想
い
の
せ
高
く
飛
び
立
つ
し
ゃ
ぼ
ん
玉　
　
　
　
　
　

両も
ろ

角ず
み　

楓ふ

美み

佳か

（
中
央
中
学
校
３
年
）

　

カ
ラ
カ
ラ
と
落
葉
も
通
る
通
学
路　
　
　
　
　
　
　
　

中な
か

村む
ら　

文ふ

紀き

（
鳥
居
本
中
学
校
２
年
）

　

夕
焼
け
が
白
い
ノ
ー
ト
を
染
め
て
い
く　
　
　
　
　
　

永な
が

井い　

祐ゆ
う

香か

（
中
央
中
学
校
３
年
）

◆
小
学
１
～
３
年
生

　

な
か
よ
し
は
こ
こ
ろ
あ
っ
た
か
う
れ
し
い
な　
　
　
　

鈴す
ず

木き　

そ
ら
（
稲
枝
東
小
学
校
１
年
）

　

お
や
す
み
の
人
に
お
て
が
み
あ
げ
よ
う
か　
　
　
　
　

仲な
か

宗そ

根ね　

真ま

生お

（
城
西
小
学
校
１
年
）

　

ひ
こ
ね
じ
ょ
う
家
族
み
ん
な
で
の
ぼ
っ
た
よ　
　
　
　

太お
お

田た　

智と
も

章あ
き

（
若
葉
小
学
校
３
年
）

◆
小
学
４
～
６
年
生

　

未
来
は
ね
自
分
で
開
く
ド
ア
が
あ
る　
　
　
　
　
　
　

金か
ね

村む
ら　

圭け
い

悟ご

（
平
田
小
学
校
６
年
）

　

と
こ
に
つ
き
明
日
の
自
分
を
考
え
る　
　
　
　
　
　
　

清し

水み
ず　

智と
も

哉や

（
城
東
小
学
校
６
年
）

　

六
年
間
共
に
歩
ん
だ
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　
　
　
　
　
　

鶴つ
る

来ぎ　

香か

穂ほ

（
城
東
小
学
校
６
年
）

◆
中
学
生

　

将
来
は
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る
仕
事　
　
　
　
　
　
　

西に
し

田だ　

瑞み
ず

穂ほ

（
稲
枝
中
学
校
１
年
）

　

あ
い
さ
つ
は
笑
顔
を
そ
え
て
私
か
ら　
　
　
　
　
　
　

山や
ま

川か
わ　

淑と
し

也や

（
南
中
学
校
１
年
）

　

大
掃
除
ほ
う
き
動
か
ず
口
動
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

近こ
ん

藤ど
う　

那な

年と
せ

（
南
中
学
校
２
年
）

川　　　柳 俳　　　句

 

◆
小
学
１
～
３
年
生

　

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム　

川か
わ

村む
ら　

向こ
う

生き

（
城
東
小
学
校
１
年
）

　

お
か
あ
さ
ん　
　

   

本ほ
ん

多だ　

美み

琴こ
と

（
高
宮
小
学
校
２
年
）

　

秋
の
お
知
ら
せ　

   

内う
ち

堀ぼ
り　

瑶よ
う

（
城
東
小
学
校
３
年
）

 

◆
小
学
４
～
６
年
生

　

雲　
　
　

              

山や
ま

口ぐ
ち　

陽は
る

豊と

　
　
　
　
　
　

  

（
稲
枝
東
小
学
校
４
年
）

　

秋
の
風　
　
　
　
　

  

出で

口ぐ
ち　

斗と
う

真ま

　
　
　
　
　
　

  　
（
城
陽
小
学
校
５
年
）

　

変
わ
る
と
い
う
こ
と  

川か
わ

村む
ら　

和わ

束づ
か

　
　
　
　
　
　

  　
（
城
東
小
学
校
６
年
）

 

◆
中
学
生

　

サ
イ
ク
ル　
　
　

  

小こ

林ば
や
し　

千ち

佳か

子こ

　
　
　
　
　

    　
（
西
中
学
校
２
年
）

詩

短　　　歌


